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はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
7人/13人（回収率53.8％）

①
利用定員が指導訓練室等スペースと

の関係で適切であるか

母子通園から単独通園となり、職員

と子供さんとで過ごすために安全且

つ動線が良くなるよう配置を大幅に

変更しました。

5 2

・すぐにベッドなどで休めるよう

に活動スペースに工夫があったほ

うが良い

・今の人数であれば確保されてい

ると思います。

・体調の悪い子供さんの場合は別

室にベッドを用意して安静にでき

るようにしております。また、移

動可能なベビーベッドもデイルー

ムの横に用意しており必要時には

移動して活用できるようにしてい

ます。

②
職員の配置数や専門性は適切である

か

職員の配置数については、保育士１

名の加配体制で行っている。
4 2 1

・人数が多い日は少ないような気

がします。

・１対1で対応し、当日の児のこ

とを聞けば答えてもらえると安心

できると思う。

・母子通園の時のように職員に余

裕はありませんが、職員の動きを

工夫し安全に子供たちに楽しんで

もらえるようにしたいと思いま

す。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構

造化された環境になっているか。ま

た、障害の特性に応じ、事業所の設

備等は、バリアフリー化や情報伝達

等への配慮が適切になされているか

使いやすい空間、構造、設備を目指

し、設計され、表示等で案内をして

いる。

6 1

・集中する活動や食事の時、周囲

の気が散ってそのことに集中でき

ない時のためにパーテーションを

利用したりお昼寝をする静かな薄

暗い部屋があるといい。

・子供さんの必要に応じて部屋を

変えたりパーテーションを使用し

たり工夫してまいります。

・お昼寝の時は遊ぶ子供さんと場

所を分けて行っております。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ご

せる環境になっているか。また、子

どもたちの活動に合わせた空間と

なっているか

毎日、清掃と消毒を実施している 7
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児童発達支援事業に係る自己評価結果の公表

区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）
保護者の評価

改善目標

公表日 広島県立福山若草園　福山若草育成園



はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
7人/13人（回収率53.8％）
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改善目標

⑤

保護者等向け評価表により、保護者

等に対して事業所の評価を実施する

とともに、保護者等の意向等をを把

握し、業務改善につなげている

平成３０年度から実施し、業務の改

善を図っている

⑥

事業所向け自己評価表及び保護者向

け評価表の結果を踏まえ、その結果

による支援の質の評価及び改善の内

容を、事業所の会報やホームページ

等で公開している

平成３０年度から実施し、ホーム

ページで公開している

⑦
第三者評価による外部評価を行い、

評価結果を業務改善につなげている

第三者評価による外部評価を行い、

業務改善を図っている

⑧
職員の資質の向上を行うために、研

修の機会を確保している

外部研修会への参加や園内の各種研

修会に参加している

⑨

アセスメントを適切に行い、子ども

と保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、児童発達支援計画を

作成している

半期に一度はアセスメントを行い、

支援計画を作成している

⑩

子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントをし

ている

アセスメントツールを使用している

⑪

児童発達支援計画には、児童発達支

援ガイドラインの「発達支援（本人

支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容

から子どもの支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、具体的な

支援内容が設定されている

支援内容は具体的に記入するように

している

保
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区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）
保護者の評価

改善目標

⑫

子どもと保護者のニーズや課題が客

観的に分析された上で、児童発達支

援計画が作成されているか

理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士、看護師、保育士が専門性をもっ

て分析したうえで、個別支援計画を

作成している

7

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行

われているか

個別の支援計画については、意識し

て行うようにしている
5 1 1

・支援計画はしっかり作成しても

らっていると思うが、それを基に

「支援してもらっえているかは児

をみても連絡帳を見てもわからな

い。

・保護者の方とのコミュニケー

ションをしっかりとっていきま

す。連絡帳については検討させて

いただきます。

⑭
活動プログラムの立案をチームで

行っている
役割分担をし、チームで行っている

⑮
活動プログラムが固定化しないよう

に工夫されているか

対象のお子さんの実態やその日の状

況に応じて工夫している
6 1

・おもちゃを日によって変えて、

本人の好みの幅を広げてもらって

いると思う。

・保護者様から頂いたご意見やご

希望も参考にしながら、プログラ

ムも考えていきます。

⑯

支援開始前には職員間で適宜打ち合

わせをし、支援の内容や役割分担に

ついて確認している

毎日、打ち合わせを行っている

⑰

支援終了後には、職員間で適宜打ち

合わせをし、支援の振り返りを行

い、気付いた点等を共有しているか

毎日、支援の振り返りも行っている

⑱

日々の支援に関して記録を取ること

を徹底し、支援の検証・改善につな

げている

毎日、日誌を記録している

⑲

定期的にモニタリングを行い、児童

発達支援計画の見直しの必要性を判

断している

半期に一度、モニタリングを行って

いる

⑳

障害児相談支援事業所のサービス担

当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画してい

るか

可能な限り参画している
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改善目標

㉑

母子保健や子ども・子育て支援等の

関係者や関係機関と連携した支援を

行っている

広島県東部幼児通園療育機関協議会

や福山市障がい者総合支援協議会発

達支援部会、福山地域児童発達支援

事業連絡協議会に参加し連携してい

る

㉒

（医療的ケアが必要な子どもや重症

心身障害のある子ども等を支援して

いる場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携した支

援を行っている

広島県東部幼児通園療育機関協議会

や福山市障がい者総合支援協議会発

達支援部会、福山地域児童発達支援

事業連絡協議会に参加し連携してい

る

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症

心身障害のある子ども等を支援して

いる場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と

連絡体制を整えている

緊急時診ていただけるよう、当園の

小児科医と各主治医が連絡体制を整

えている

㉔

移行支援として、保育所や認定こど

も園、幼稚園、特別支援学校（幼稚

部）等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っている

見学に来てもらったり、電話等で連

携をとっている

㉕

移行支援として、小学校や特別支援

学校（小学部）との間で、支援内容

等の情報共有と相互理解を図ってい

る

学校見学に行ったり、電話等で連絡

をとっている

㉖

他の児童発達支援センターや児童発

達支援事業所、発達障害者支援セン

ター等の専門機関と連携し、助言や

研修を受けている

広島県東部幼児通園療育機関協議会

や福山市障がい者総合支援協議会発

達支援部会、福山地域児童発達支援

事業連絡協議会に参加し連携してい

る

保
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保護者の評価

改善目標

㉗

保育所や認定こども園、幼稚園等と

の交流や、障害のない子どもと活動

する機会がある

現時点では行っていない 2 4 1

・コロナが落ち着いても感染症等

が心配なのでなくてもいいと思

う。

・保育園・こども園・幼稚園が必

要な子供さんは当園と平行して通

われていますが、今後他の子供さ

んについて交流が必要か保護者様

のご意見も参考に検討させていた

だきます。

㉘
自立支援協議会等へ積極的に参加し

ている
可能な限り参加している

㉙

日頃から子どもの状況を保護者と伝

え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解を持っている

日頃からこどもさんの状況を保護者

と伝えあうようにしている

㉚

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント・トレーニング）

の支援を行っている

ペアレントトレーニングは年度末に

募集をして参加していただいている
5 1 1

㉛
運営規定、利用者負担等について丁

寧な説明を行っているか

入園時説明し、掲示板にも掲示して

いる。聞き逃したり忘れたりした方

には、その都度お話している

㉜

児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」のねら

い及び支援内容と、これに基づき作

成された「児童発達支援計画」を示

しながら支援内容の説明を行い、保

護者から児童発達支援の同意を得て

いる

アセスメントの面談時は、いつも児

童発達支援計画を示しながら行い、

保護者から同意を得ている

7

㉝

日ごろから子どもの状況を保護者と

伝えあい、子どもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができて

いるか

面談などによってお伝えしている。 6 1

・お迎えに来ていただいたときな

どその日の様子もお伝えいたしま

す。
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保護者の評価

改善目標

㉞

定期的に、保護者に対して面談や、

育児に関する助言等の支援が行われ

ているか

定期ではないが必要時と個別支援計

画の面談時行っている
6 1

㉟
保護者会等の開催等により保護者同

士の連携が支援されているか

行事がなくなったりして保護者の方

に集まっていただける機会がなく

なっている。

3 3 1

・単独になってから減ったと思

う。

・単独になり保護者との関りがほ

とんどなくなり情報が入りづらく

なった。

・単独通園になったので保護者自

身が取り組む必要があると思う。

・単独通園になり保護者様同士の

つながりが少なくなったことは事

実です。保護者がつながれる方法

にどのようなことがあるか、保護

者会と相談させていただきます。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入

れについて、子どもや保護者に周

知・説明され、相談や申し入れをし

た際に迅速かつ適切に対応されてい

るか

誠意をもって対応する努力はしてい

る。
7

㊲

子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮がなされている

か

そのように努力している 7

㊳

定期的に、会報やホームページ等

で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価結

果を子どもや保護者に対して発信し

ているか

行事予定や活動予定表、お知らせ等

を掲載したおたよりを毎月発行して

いる

自己評価結果をホームページで公表

している

5 2

単独になったので１日の過ごし方

をもう少しくわしくノートに書い

てもらえたらと思う。

・連絡帳については様式を検討し

ていく予定です。

㊴
個人情報の取り扱いに十分注意され

ているか

個人情報が漏れないように気をつけ

ている
7

㊵

障害のある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をし

ている

意思の疎通や情報伝達のための配慮

を心掛けている

㊶
事業所の行事に地域住民を招待する

等地域に開かれた運営を図っている

新型コロナウイルス感染症が流行し

始めてからは地域の方に参加いただ

く行事はしていない

保
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保護者の評価

改善目標

㊷

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等を策

定し、保護者に周知・説明されてい

るか

医療型児童発達支援センターの非常

時のマニュアルを策定した
6 1

㊸
非常災害の発生に備え、定期的に避

難訓練が行われているか

毎月、火災に対する訓練をしてい

る。年1回は地震・津波に対する訓

練を行っている

7

㊹

事前に、服薬や予防接種、てんかん

発作等の子どもの状況を確認してい

る

フェースシートに記入してもらった

り、母子手帳を見せてもらったり、

面談等で確認している

㊺

食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がさ

れている

対応している

㊻
ヒヤリハット事例集を作成して事業

所内で共有している

毎月、医療安全管理委員会に提出さ

れたインシデント報告書とヒヤリ

ハット報告書を全員に回覧して周知

している

㊼

虐待を防止するため、職員の研修機

会を確保する等、適切な対応をして

いる

虐待防止研修は職員全員が受けてい

る

㊽

どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分説

明し了解を得た上で、児童発達支援

計画に記載している

安全上必要な場合は個別支援計画書

に記載し同意をえている

非

常

時

等

の

対

応
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区分 チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等）
保護者の評価

改善目標

㊾ 子どもは通所を楽しみにしているか 5 2

・子供たちの発達を意識し、楽し

みに登園してもらえるように支援

いたします。

㊿ 事業所の支援に満足しているか 5 2

・今年度単独通園に変更し、ご不

安に思われることもあるかと思い

ます。職員も毎日話し合いを行い

支援について検討しております。

年度当初に考えていた内容から変

更することもありますが、今後と

もよろしくお願いいたします。

満

足

度


